
EXITが結成50周年への想い語る。「チャラ男おじいちゃん漫才していたい」

2022年7月4日
ピップ株式会社報道関係者各位

ピップ株式会社（本社：大阪市中央区、代表 取締役社長：松浦由治）は、“ピップエレキバン宣伝部長”に任命して
いるお笑いコンビのEXITを起用した「大切な人にピップエレキバンを贈ってみたもう」キャンペーンを実施します。
キャンペーンは店頭とTwitterでそれぞれ展開し、店頭では「ピップエレキバン130 24粒」「ピップエレキバン

MAX200 24粒」を1つお買い上げごとに、EXIT限定デザインパッケージを1つプレゼント、Twitterでは抽選で5名様に
EXITサイン入りピップエレキバンが当たります。

宣伝部長のEXITがピップエレキバン50周年を盛り上げる
「大切な人にピップエレキバンを贈ってみたもう」キャンペーン！

プレゼントにもオススメのEXIT限定デザインパッケージを店頭※1でGET
！

大切な人にピップエレキバンを贈ってみたもう！キャンペーンについて

【キャンペーン①：EXIT限定デザインパッケージがその場でもらえる！店頭キャンペーン】
キャンペーン実施店舗にて、「ピップエレキバン130 24粒」「ピップエレキバンMAX200 24粒」を1つお買い上げ

ごとに、EXIT限定デザインパッケージを1つプレゼント！デザインは全4種類。裏面にはメッセージを書き込めるので
プレゼント用にもオススメです。

期間：2022年7月1日(金)～31日(日)
※数量限定、無くなり次第終了となります。
※店舗により実施期間が異なる場合があります。
※配布デザインは店舗により異なります。

◆ブルーVer.

※1 キャンペーン実施店舗は、イオンリテール株式会社、イオン東北株式会社、イオン九州株式会社、イオンスーパーセンター株
式会社、株式会社ダイエー、ウエルシアホールディングス株式会社が運営する、全国約2000店舗です。
キャンペーン実施店舗一覧はこちら：https://www.pipjapan.co.jp/productnews/20220703.html



【キャンペーン②：EXITサイン入りピップエレキバンが当たる！Twitterキャンペーン】

【応募期間】2022年7月4日(月)～7月31日(日)23:59 まで

【応募方法】
①ピップエレキバン ピップマグネループTwitter(@pip_cp)をフォロー。
②EXIT限定デザインパッケージいずれかのピップエレキバンの写真を
撮って、「#ピップエレキバンを贈ってみたもう」を付けて投稿！

【当選者数】5名様

【当選品】EXITりんたろー。さん、兼近大樹さんサイン入り
「ピップエレキバン130 24粒」「ピップエレキバンMAX200 24粒」各おひとつずつ。

※応募要項・規約の詳細は、ピップエレキバン・ピップマグネループのTwitterアカウントをご覧ください。
※ご応募はコリにお悩みの方に限らせていただきます。

◆ピンクVer.

ピップエレキバン ピップマグネループTwitter：https://twitter.com/pip_cp

EXITインタビューコメント

Q. 今回ピップエレキバンとのコラボは3回目となりますがお話を聞いてどう感じましたか？

りんたろー。：ピップさんから変わらぬ愛みたいなのを感じてバイブスがぶちあがりました。
兼近：お知り合いというか、ピップ愛というか。
りんたろー。：ヒップとかけてるの？
兼近：そう。ヒップ愛から越えてきて、ピップ愛になったなという感じがしましたね。
りんたろー。：一つ丸を付けてね。

Q. キャンペーンのテーマが「ピップエレキバンを贈ってみたもう」なのですが、お二人は宣伝部長になられて、
ピップエレキバンを周りの方にプレゼントすることはありますか？

りんたろー。：はい！お父さんにあげてすごく喜んでました。年上の人にあげる
とすごい喜んでくれます。
兼近：めちゃめちゃ渡してます。やっぱ宣伝部長だからね。
でも、さすがに社長・比布町長・EXITの4人のショットで撮った写真をパッケージ
にしたピップエレキバンは恥ずかしくて配れてない…。
りんたろー。：あれこそ渡せよ！
兼近：あれはなかなか、誰ってなっても…。スーパースペシャルとして取ってお
きます！

りんたろー。：前に作ってもらった、ピップエレキバン宣伝部長の名刺は居酒屋
とかに貼ってます！
兼近：それ飲み屋のねーちゃんがするやつじゃん！
りんたろー。：名刺とか貼れる居酒屋とかあるじゃないですか？あそこで貼って
ますよ。

https://twitter.com/pip_cp


Q.今年ピップエレキバンは発売50周年なのですが、お二人がEXIT結成50周年を迎える2067年には、どんなお二人に
なっていたいですか？

りんたろー。：何歳だ？81とかか。じじいが多分エレキバンをシルバーアクセみたいに貼って、ピアスみたいにした
り、それでぼけてる気がします。
チャラいんですけど、「お前それピップエレキバンじゃねぇか、コリ気にしちゃってんじゃん」みたいな。チャラ男
おじいちゃんみたいな漫才ができたらいいな。

兼近：でもそれ今の時代のまま平行線のまま進んだ場合だよね。未来なんで、俺は多分もう脳みそだけになってる。
りんたろー。：どうゆうこと（笑）？
兼近：変わったドロドロの液体の中に俺の脳だけ浮いてて、ぶくぶくって。その脳の海馬あたりにピップエレキバン
ついてる。ホログラムみたいな。生りんたろー。のじじいと、今の俺のホログラム。
りんたろー。：おぉーなるほどね。時々、その脳に入っていってみたいな。
兼近：うん。俺たぶん脳みそだけになってんじゃないかな。

りんたろー。：あと、シニアカーに俺ニトロつけてると思うんで、爆走してると思います。
兼近：ワイルドスピードがシニアカーで行われている感じ。
りんたろー。：ぶーんって。爆走してる気がします。
兼近：路上を爆走するシニアカーの集団ね。

Q.お二人が今年の夏やりたいこと、挑戦したいことはありますか？

りんたろー。：夏ですよね・・・ナイトプールに行きたいです！
兼近：え？もうないよ。ナイトプールってもうこの世から消えたらしいよ。
りんたろー。：え！！ナイトプールを復活させます俺が。
兼近：おー、自腹でね。
りんたろー。：ホテルのプールとか、ホテルの権利とかも買って、ひと夏。
やっぱナイトプールから始まったコンビなんで。もう1回ナイトプールバズらせて、
そこでタピオカ売ります！全員同期みたいなものなんで、同期全体をピックアップしていきたいなと。

兼近：夏ですか。僕はやっぱりファンの皆さんに会いたいですね。
りんたろー。：おい！俺アホみたいやんけ。ナイトプールとか言って！
兼近：僕はファンの皆さんと会えるようなイベントをしていきたいし、ファンクラブとかもやっているんで
そちらでファン皆さんに感謝を伝えたり、直接ファンの方とSNS上とかでもやりとりしながら、一緒に生き
ているんだということを感じたいですね。より暑い夏にしたいです。
りんたろー。：俺がそれ言ったことにしてもらえませんか？こいつがナイトプールです。(笑)

EXITプロフィール

りんたろー。（左）
生年月日：1986年03月06日
出身地：静岡県
趣味：美容、ジム、お酒、カラオケ
特技：サッカー、フットサル(GK)、介護

兼近大樹（右）
生年月日：1991年05月11日
出身地：北海道
趣味：ラーメン、読書、カラオケ、パチンコ、スロット、子供と遊ぶこと
特技：野球



【製品概要】管理医療機器

効果 装着部位のこり及び血行の改善

販売チャネル 全国のドラッグストア・量販店・ネット通販など

希望小売価格 オープン価格

製品名 ピップエレキバン130

医療機器認証番号 225AGBZX00030000

磁束密度 130ミリテスラ

展開 全4種（12粒、24粒、48粒、72粒）

製品特長 シリーズで最も支持されている定番人気製品

製品名 ピップエレキバンMAX200

医療機器認証番号 228AGBZX00091000

磁束密度 200ミリテスラ

展開 全2種（12粒、24粒）

製品特長
シリーズ最大の磁束密度。大型円錐磁石で広い範囲に磁気が作用
頑固なコリに効く

【一般のお客様からのお問い合わせ先】
ピップ株式会社 お客様相談室 TEL：06-6945-4427
ピップ製品情報ホームページ https://www.pipjapan.co.jp/products/
ピップエレキバンブランドサイト https://elekiban.pipjapan.co.jp/
Twitter公式アカウント https://twitter.com/pip_cp
ピップ ウエルネス通販 https://shop.pipjapan.co.jp/shop/default.aspx

＜本リリース・商品リースに関するお問い合わせ＞
ピップ PR 事務局（株式会社アンティル内）：松下・植村・根本

TEL：03-6821-7863 FAX ：03-6685-5265 MAIL： pip-pr@vectorinc.co.jp

ピップエレキバン発売50周年

ピップエレキバンは、1972年の誕生から50年。
おうちの薬箱から家族の一員のように見守り続け、頑張る人たちを肩コリから解放してきました。
ピップエレキバンが生まれた当時は高度経済成長期の終盤。
日本中が頑張り続け、疲れがピークに達していた頃でした。

この50年で昭和から平成、令和へと時代が移り、社会は大きく変わりましたが、依然として肩コリは日本人の国民病
と言われています。
デジタル化によるスマホやパソコン使用の拡大、デスクワークの増加、運動不足…
社会の変化に伴い、人々の身体にコリをもたらす新しい問題も生まれてきています。
ピップエレキバンは変化する生活に寄り添いつづけ、充実した毎日を維持します。

“肩コリゼロを目指して”
これからの50年も頑張る人たちを応援します。

https://www.pipjapan.co.jp/products/
https://elekiban.pipjapan.co.jp/
https://twitter.com/pip_cp
https://shop.pipjapan.co.jp/shop/default.aspx

